
はじめに 
 いよいよ桜の時期がやってきました。今号では、１～2 月にアンケート等で皆様からいただいたご意

見を参考とさせていただきとりまとめた、宮川堤の改修計画を中心にお知らせします。 

 今月（4 月中旬）から宮川堤の堤防改修工事が始まります。改修計画をご覧いただき、未来の宮川堤

をイメージしてみてください！ 
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【今号の内容】 

1.新しい宮川堤の姿－宮川堤改修計画のご紹介 

2.山桜はどうなるの？ 

3.トピック－第3回景観検討委員会 

表紙の写真は春を待つ宮川堤の桜です。青空に枝

を広げる桜もなかなか壮観です。冬でも散策する

人が絶えないのは、こうした姿も含めて桜が市民

の皆様の日常の一部となっているからでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.新しい宮川堤の姿－宮川堤改修計画のご紹介  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柳の渡し跡 

内 宮 

外 宮 

桜の渡し跡 

図：伊勢市都市マスタープランに加筆 

伊勢歴史の道 

【宮川堤改修計画の位置づけ】－宮川と伊勢歴史の道を軸に－ 

・伊勢市の計画や土地利用規制等と調整 

・ 伊勢や宮川の歴史・景観を将来につなぐ 

・ 周辺地域の「にぎわい・活性化」に発展する整備 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

境楠の保全 
小広場、スロープ整備

桜のトンネルの再現 
堤防上の散策路整備

大日権現社の保全

駿河堤

宮川堤河川公園

凡例 
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階段（新）

散策路（新）
W=1.5m

水辺の散策通路（新） 
低水護岸（石積み）

スロープ（新） 

散策路（新）
W=3.0m

周防堤

宮川堤河川公園

 大日権現社

スロープ（新）

 宮川橋 
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宮川右岸堤防改修計画区間（１km）

階段（新）

階段（新）

 境 楠

管理倉庫
トイレ 

駐車場再
整備 

水防倉庫の移設 
スロープ（新）

階 段（改）

スロープ（改）

柳の渡し跡
 度会橋 
（県道） 

散策路（改）W=3.0m
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※.（新）→ 新設 

橋詰広場

 水防広場 ドンデン広場

 桜の渡し広場 

駿河堤

◆堤防天端の通路 

・幅3.0m：散策や歴史文化施設を楽しもう！

・幅1.5m：桜のトンネルをくぐろう！

◆水防広場のスロープ 

・水防広場へ行きやすく。 

◆ドンデン場の階段 

・お木曳き行事にも配慮した階段を整備。 

◆自動車通行坂路 

・町中から河川敷へ車も入れるよう。

◆堤防補強以外のいろいろな整備について 

・治水事業の枠を越える整備については、どうしても伊勢市のご協力が必要となります。 

【宮川右岸堤防（桜堤）改修計画】 

・市民の皆様に、さらに親しんでいただける宮川堤を目指します。 

 棒 堤 

②

③

川 宮

① 

①～③：イメージ図の視線方向 
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ドンデン場整備

水防広場整備

橋詰広場再整備 
度会橋

宮川堤河川公園

③度会橋周辺より上流の整備イメージ ②境楠周辺の整備イメージ 

◆境楠周辺の整備計画 

・境楠、大日権現社は現在の位置に保全する。 

・境楠周辺に小広場とスロープを整備する。 

：動線（散策ルート） 

水辺の散策路整備 
低水護岸整備

①桜の渡し跡周辺の整備イメージ 

州浜を活かした 
水辺空間整備 

棒 堤 

◆桜の渡し跡周辺の整備計画 

・低水護岸とあわせて、新しく水辺の散策路を整備する。 

・自然石の低水護岸を棒堤下流で巻込んで、自然な州浜が形成されるようにする。 

・広場や植樹の具体的な計画については、今後伊勢市が検討する。 

◆度会橋上流の整備 

・柳の渡し跡やお木曳き行事の歴史を後世に

伝えることができるように階段や小広場

を整備する。 

・柳の植樹の具体的な計画については、今後

伊勢市が検討する。 

◆度会橋下流橋詰広場の再整備 

・桜堤のエントランス、桜の維持管理拠点

となるように、今後伊勢市が検討する。 

◆桜のトンネルの再現 

・堤防の側帯に桜を植え、将来の桜の

トンネルの再現を図ります。 



 
 

◆宮川堤を埋め尽く桜は、ほとんどがソメイヨシノです。

ところが、ソメイヨシノが植えられる前に主流だった

山桜が少し残っており、貴重な存在となっています。 
◆市民の皆様から、境楠付近の一本の山桜の保全をご要

望いただき、保全方法を検討しましたが、根が窒息し

て枯死する可能性が樹木医から指摘されました。 

◆改修後に枯れた場合、堤防の中の根が腐り空洞になり

危険です。しかしながら、残っている山桜はその一本

だけではなく、堤外（高水敷）に数本あることがわか

りました。そこで、それらを今後大切にし、境楠付近

の山桜はとても残念ですが、保全しないこととなりま

した。 
◆宮川堤へ今後お出かけの際は、ぜひ山桜に会ってきて

みてください。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆宮川堤の改修について、客観的に、あるいは地元の目で

検討していただくため、有識者や地元の方5名に委嘱し

この委員会を開設し、今回第3回目（H25年度最終回）

を開催しました（資料などは三重河川国道事務所のホー

ムページでもご覧いただけます）。 
 
【開催概要】 

日 時：平成26年3月18日（火） 
場 所：伊勢市役所 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3.第3 回宮川右岸堤防改修景観検討委員会の様子 

【問合せ先・連絡先】 

国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所 

工務第一課 TEL 059‐229‐2219（代表）  Eメールアドレス：mie@cbr.mlit.go.jp  

 宮川堤の改修について、ご意見やご質問などありましたらぜひお寄せください。 

ホームページもぜひご覧ください。URL：http://www.cbr.mlit.go.jp/mie/index.html 

 

【主な意見など】 

 

①より身近な宮川堤とするために 

・スロープを広くできないか（車椅子の擦れ違い）。 

・低水護岸に手すりを設置できないか。 

・桜の渡し跡や浅間堤にもトイレがあると利用増進にな

るのではないか。 

・堤防の天端は、自転車は通れるのか。 

・案内サインの整備が求められる。 

 

②委員会について 

・今後もフォローアップで、委員会を年1回程度開催し

ていきたい。 

 

 

第3回宮川右岸堤防改修景観検討委員会の様子

2.山桜はどうなるの？ 
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残念ながら保全できないこととなった山桜（境楠付近）

工事で伐採されずにすむ別の山桜 

山桜 

山桜 


